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官民対話検討事案概要書 
 

項目 記入欄 

1．団体名 伊予市
い よ し

 

2．事業名 （仮称）栗
くり

の里
さと

公園
こうえん

有効
ゆうこう

活用
かつよう

事業
じぎょう

 

・事業内容 

※事業の内容をご記入下さい 

 なかやま栗の里公園は、平成 6 年に市民へ憩いの場を提供し、

市民の交流を深めることを目的に設置された。 

 当公園は、イベントの実施などで施設を個人や事業者へ貸出で

きるが、利用実績は年に数件程度であり施設を有効に活用できて

いないのが現状である。 

 このことから、当公園の敷地の一部を有効に活用することで、

地域の賑わいの創出や地域経済の活性化を図りたい。 

・事業実施で重視する点 

 

・公園利用者の憩いの場となるような整備が行われること。 

・既存の指定管理施設と調和を図り相乗効果が発揮される取組で

あること。 

・事業者との定期土地賃貸借契約による事業実施 

・事業の種類 

※該当する番号に○（複数可） 

1.新設    2.建替え    3.改修   4.管理運営のみ 

5.公有地活用    6.包括委託 

⑦.その他（ 有効活用となるもの ） 

・施設等の用途 ・市内だけではなく、市外からの利用も望めるような用途 

・家族や友人と一緒にスポーツやアウトドアを楽んだり、くつろ

いだりすることができる用途 

3．サウンディングの目的 

 

栗の里公園には、年間 700 万円程度の維持管理費を投じているが、

年間の貸出実績が数件程度であり歳入が乏しく、施設の老朽化も

あって年間の維持管理費も増加していることから、財政面での負

担が大きい。 

また、中山地区では少子高齢化が急速に進んでおり、加えて、約

10 年前に地域内にあった高校が廃校となったため、地域経済が落

込んでいる。 

栗の里公園内の敷地を民間に貸し付けを行い、民間事業者の有す

るノウハウを活用することで、地域経済の活性化、賑わいの創出、

財政負担の軽減を図ることを目的とする。 

4．事業対象地の概要  

① 所在地（交通情報含む） 愛媛県伊予市中山町中山戌 723 

② 敷地面積 公園全体 84,146.73ｍ2 

場所ごとの面積については、別紙の施設の現況写真へ記載してい

る。 

③ 土地利用上の制約 都市計画区域外 

④ 所有者 愛媛県伊予市 
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⑤ 周辺施設等 【周辺施設】 

中山スマートインターチェンジ、なかやまクラフトの里（道の駅

なかやま）、JR 伊予中山駅 

【公園敷地内】 

なかやま花の森ホテル、なかやまフラワーハウス、なかやま野外

音楽広場、こよみスペース 

⑥ 対象地周辺の一般的な

イメージ 

【ポジティブなイメージ】 

・公園内は美しい自然環境に囲まれており、春は桜、秋は紅葉な

ど四季折々の美しい景色を楽しむことができる。 

・中山スマートインターチェンジから車で約 10 分の場所に位置

している。 

【ネガティブなイメージ】 

公園にアクセスするに当たって、公共交通機関は JR のみであり、

加えて列車の運行が 1 時間に 1 本程度しかない。また、駅から公

園までの距離が約 2.5Km あるため、車がない場合はアクセスが難

しい。 

⑦ その他 

(上記項目以外の情報、 

特徴、留意すべきこと等） 

令和 4 年度市内観光施設入込客数 1,069,162人 

うち中山地区（173,495人） 

5．対象施設の概要   

5-1．建物 既存 整備後（予定） 

① 施設名称 － － 

② 施設の延床面積 － － 

③ 建物の構成（構造、階

数） 
－ － 

④ 主な施設の内容、導入

機能 
－ － 

⑤ 運営状況 

(運営主体、事業手法等） 
－ － 

⑥ その他 

(上記項目以外の情報、 

特徴、留意すべきこと等） 

－ － 

5-2．インフラ系 

（上下水道、道路等） 
既存 整備後（予定） 

① 施設名称 上水道；伊予市上下水道課 

下水道：伊予市上下水道課 

上水道；伊予市上下水道課 

下水道：伊予市上下水道課 

② 規模、能力 等 － － 

③ 運営状況 － － 
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(運営主体、事業手法等） 

④ その他 

(上記項目以外の情報、 

特徴、留意すべきこと等） 

公園敷地内に指定管理施設あり 公園敷地内に指定管理施設あり 

6．事業環境  

① 人口、高齢化率 伊予市 35,607 人(34.8％),うち中山地域 2,489人(59％) 

(令和 5 年 8月末現在) 

② 対象地周辺の人口構成 松前町 30,184人、大洲市 39,976人、内子町 15,208人 

③ 市民意見等 意見聴取は行っていない。 

7．事業関連  

① 現状及び課題 【現状】 

地元住民及び観光客が憩いの場として、公園を訪れるものの、公

園施設の貸出は、年に数回程度（栗まつり、消防訓練、音楽イベ

ント等）に留まっており、その多くが行政関係のイベントでの使

用であり、施設が十分に有効活用されていない。 

【課題】 

公園の設置は平成 6 年であり、設置から 29 年経過していることか

ら、老朽化が進み、屋外トイレの雨漏りや公園内配水管の漏水が

生じるなど、維持管理費用増加への対応が課題となっている。 

利用料収入を維持管理費に充当したいが、収入がほとんどないた

め、財政への負担も大きい。 

② 目的、考え方・基本方針 【目的】 

土地の有効活用により、魅力的な事業を展開することで、市外の

観光客を誘致し、地域の賑わいの創出、地域経済の発展に寄与す

ることを目的とする。 

【基本方針及び考え方】 

公園の設置目的である「憩いの場」「市民の交流の場」となる事業

提案を希望する。また、公園敷地内に指定管理施設（花の森ホテ

ル、花きの販売や鑑賞を行うことができるフラワーハウス）があ

ることから、既存施設との調和及び相乗効果が期待できる取組を

基本方針とする。 

③ 前提条件 サウンディングの実施に当たって、提案者の自由な発想による事

業実施、財政負担の軽減(歳入の増加、歳出の削減)、既存の施設

及びイベントとの調和を期待することから、以下の内容を前提条

件といたしたい。 

① 有償での定期土地賃貸借契約としたい。 

② 多目的広場のみなど施設の一部や部分的な貸付も可能である。 

③ 事業収入は全て事業者の収入としてもよい。 

④ 事業者負担による施設整備及び維持管理 

⑤ 毎年 9 月(秋分の日)に栗の振興を目的とするイベント(なかや
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ま栗まつり)が実施され、人の来場者が見込まれることから、イ

ベント当日は多目的広場を利用したい意向がある。なお、イベ

ント実施時の施設の使用料については、イベント主催者と賃借

人が別途協議をすることとしたい。 

⑥ 多目的広場は緊急時のリポート離発着場所に指定されている

ため、緊急時の使用が優先される。加えて、緊急時対応の訓練

も数年に一度あるため、訓練実施時には、消防及び市との調整

が必要となる。（別紙、ハザードマップ参照） 

④ 事業スケジュール（案） 令和 5 年度：仕様・募集要件等の協議 

令和 6 年度：仕様・募集要件等の協議、実証実験 

令和 7 年度：事業者公募手続、契約 

令和 8 年度：事業実施 

8．対話内容 ① 施設の利活用の方法について 

② 本施設はどの程度のポテンシャルを有する施設なのか。 

③ 本施設のウィークポイントはどこか。 

④ 既存施設とどのように調和を図り運営するか。 

⑤ 市に求めたいこと。（どのような支援を期待するのか） 

 ※財政的なバックアップは難しい。 

⑥トライアル利用も可能だがいかがか 

⑦ 参入するに当たって、支障となる前提条件はあるか。 

※意見・提案を求める内容を

ご記入ください。 

9．対話を希望する業種 

※該当する番号に○（複数可） 

注）希望する業種の事業者の参

加を確約するものではありませ

ん。 

1.設計   2.建設   3.ビル管理   4.金融   5.保険 

6.不動産  ⑦.運営 

⑧.その他（イベント運営会社、アミューズメント会社、多角経営

をしている会社） 

 

■ 関連情報 

関連情報 

※添付する資料に○ 

①. 事業対象地（施設）の位置図 

②. 事業対象地（施設）の周辺情報 

③. 事業対象地（施設）の現況写真 

④. 既存事業の稼働状況（来場者数の推移・属性、事業収支等） 

⑤. その他（施設配置図、国道・県道からの動線、栗の里公園内動線、ハザ

ードマップ(抜粋)、周辺公園内指定管理施設利用状況、伊予市栗の里公

園条例） 

 

■ 連絡先 

団体名 伊予市 

住所 伊予市米湊 820 

部署名 産業建設部商工観光課 

役職 主査 

氏名 渡邉 雅人 
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電話番号 089-982-1120 

メールアドレス watanabe-masato@city.iyo.lg.jp 

備考  

 

以 上 
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栗の里公園現況写真 

 

施設写真 概要 

 

■多目的広場 

面積：約 3,400ｍ2 

【現在の用途】 

・なかやま栗まつり会場 

・公園利用者の駐車場 

【特記事項】 

・トイレ有（維持管理が必要） 

・緊急時へリポート離発着場所 

・使用中の資材保管用のプレハブ

有り 

 

■ 駐車場 

面積：約 4,400ｍ2 

駐車可能台数約 110 台 

【現在の用途】 

・公園利用者の駐車場 

・キッチンカーの誘致 

【特記事項】 

トイレ有（維持管理が必要） 

 

■ ふれあい広場(旧おもしろ自転車広場) 

面積：約 2,100ｍ2 

【現在の用途】 

・自転車の練習 

・軽い運動 

・なかやま栗まつり開催時のス

タッフ用駐車場 

※過去は、市が用意した様々な自

転車を楽しむ施設として利用

されていた。 

【特記事項】 

自転車保管用倉庫有り（使用中） 



 

■ふれあい広場 

【現在の用途】 

・公園利用者の憩いの場 

【特記事項】 

遊具の点検及び維持管理、芝生の

管理が必要 

 

■鹿牧場 

面積：約 11,000ｍ2 

【現在の用途】 

鹿の飼育（19 頭） 

【特記事項】 

・現在、鹿譲渡に係る公募を行って

いる。 

・平成 30 年の西日本豪雨により、

牧場内一部のフェンス基礎が剥き

出しになったため、養生シートによ

り法面保護を行っているが、再改

修の時期が近づいている。 

・飼育管理で使用する資材を保管

する倉庫あり。 

・豪雨時に市道への土砂流入防止

のため、コンクリートブロックを市道

側に設置している。 

 ■こよみスペース（旧遊栗館） 

貸付中 

【現在の用途】 

・こどもの感性を伸ばすことを目的

に、月に一回程度、竹を用いご飯

を炊くなどの自然体験を主に行っ

ている。 

・11 月中旬から、パン屋の営業が

施設内で開始される。 

【特記事項】 

・令和 7 年度末まで土地及び建物

の定期賃貸借契約(有償)を締結

している。 

・貸付箇所の改修は事業者負担に

て行っている。 
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既存事業の稼働状況 

■施設貸出実績 

年度 平成 30 年度 令和元年度 令和 2 年度 令和 3 年度 令和 4 年度 

貸出件数 5 件 2 件 1 件 0 件 3 件 

うち多目的広場 5 件 2 件 1 件 0 件 1 件 

うち駐車場 0 件 0 件 0 件 0 件 2 件 

■利用者の属性 

  

 

 

 

【アンケート回答者全体の属性 n=5891】         【栗の里公園を訪れた者の属性 n＝636】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本データは、令和 4 年度に当市が実施した宿泊助成制度の利用者アンケートの設問で、市内のどの

観光地を訪れたかを問う質問を行った。 

その問に対して、「栗の里公園」を選択した者の属性を提示している。 



■イベント時（なかやま栗まつり）の入込客数                                単位：人 

年度 平成 30 年度 令和元年度 令和 2 年度 令和 3 年度 令和 4 年度 令和 5 年度 

入込客数 15,000 中止 中止 中止 15,000 10,000 

 

■事業収支                                                    単位：円 

年度 令和２年度 令和 3 年度 令和４年度 

歳入 29,000 0 28,500 

歳出 12,888,326 7,952,170 6,875,702 

うち管理に要する委託料 2,235,937 1,939,939 2,035,974 

※歳入は、更新使用料のみを計上。 

※令和 2 年度は遊具の整備を行ったため、例年と比較し歳出が多くなっている。 

 



公園内指定管理施設利用状況

■フラワーハウス 単位：人
年度 平成30年度 平成31年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度

利用者数 25,451 13,163 11,168 12,301 14,736

■なかやま花の森ホテル 単位：人
年度 平成30年度 平成31年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度
宿泊 6,166 5,780 3,883 2,412 6,105

レストラン 17,541 16,658 11,196 6,915 13,125
浴室 11,170 10,645 4,614 5,851 7,331

研修室 4,263 3,697 507 257 493

合計 39,140 36,780 20,200 15,435 27,054



なかやま栗の里公園周辺ハザードマップ

※ 伊予市ハザードマップから一部を抜粋
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○伊予市栗の里公園条例 

平成17年４月１日条例第128号 

改正 

平成22年12月24日条例第48号 

令和元年12月20日条例第57号 

令和２年３月19日条例第14号 

伊予市栗の里公園条例 

（設置） 

第１条 市民にいこいの場を提供し、市民の交流を深めるため、栗の里公園（以下「公園」

という。）を設置する。 

（位置） 

第２条 公園の位置は、伊予市中山町中山とする。 

（開園時間） 

第３条 公園の開園時間は、午前８時30分から午後５時までとする。ただし、市長が必要

と認めたときは、開園時間を延長又は短縮することができる。 

２ 第７条に規定する有料施設の営業時間は、別に定める。 

（管理） 

第４条 公園は、常に良好な状態で管理し、効率的に運営しなければならない。 

（利用の許可） 

第５条 公園を利用しようとする者（以下「利用者」という。）は、別に定める方法によ

り、あらかじめ市長に申し出るものとする。 

（利用の禁止又は制限） 

第６条 市長は、その利用方法が、公園の損壊若しくは他の利用者に危険が及ぶと認めら

れるとき、又は工事等公園の管理上やむを得ないと認められるときは、公園の保全又は

利用者の安全確保のため、区域を定めて公園の利用を禁止し、又は制限することができ

る。 

（有料施設） 

第７条 公園内の有料施設（公園内の施設で有料で利用させるものをいう。）は、別表第

１のとおりとし、利用及び管理に関し必要な事項は、別に各々の施設ごとに条例で定め

る。 
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（公園施設の設置等の制限） 

第８条 公園において、次に掲げる行為をしようとする者は、あらかじめ、市長の許可を

受けなければならない。 

(１) 公園を管理する者以外の者による公園内の公園施設の設置又は公園施設の管理 

(２) 行商、募金その他これらに類する行為 

(３) 業として行う写真又は映画の撮影 

(４) 興業 

(５) 展示会、音楽会その他これらに類する催しで、公園の全部又は一部を独占して利

用する行為 

２ 前項の許可を受けようとするものは、行為の目的、内容、期間及び場所並びに市長が

指示する事項を記載した申請書を市長に提出しなければならない。 

３ 市長は、前項の申請があったときは、その内容を審査し、その行為が公衆の公園の利

用に支障を及ぼさないと認めた場合に限り、公園の管理上必要な条件を付して許可する

ことができる。許可事項の変更を許可しようとする場合もまた同様とする。 

４ 第１項の規定により許可を受けたものは、許可を受けた事項を変更しようとするとき

は、あらかじめ、当該事項を記載した申請書を市長に提出し、許可を受けなければなら

ない。 

（行為の禁止） 

第９条 公園においては、次に掲げる行為をしてはならない。 

(１) 公園を損傷し、又は汚損すること。 

(２) 竹木を伐採し、又は植物を採取すること。 

(３) 土地の形質を変更すること。 

(４) 鳥獣、魚等を捕獲し、又は殺傷すること。 

(５) はり紙、若しくははり札をし、又は広告を表示すること。 

(６) 立入禁止区域に立ち入ること。 

(７) 指定された場所以外の場所へ車両を乗り入れ、又は放置すること。 

(８) 公園をその用途外に使用すること。 

(９) 指定された場所以外の場所でたき火をし、又は火気を取り扱うこと。 

(10) 指定された場所以外の場所へゴミを放置し、又は投棄すること。 

(11) その他公園の管理上、支障があると認められる行為をすること。 
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（使用料） 

第10条 第８条第１項の規定に基づき許可を受けようとするものは、別表第２に定める使

用料を事前に納付しなければならない。 

２ 既に納付した使用料は、還付しない。ただし、市長が特別の事情があると認めたとき

は、納付された使用料の全部又は一部を還付することができる。 

（使用料の減免） 

第11条 市長は、第８条第１項若しくは同条第４項の規定により許可を受けたもの（以下

「使用者」という。）が、その責めに帰すことができない事由によって、許可に係る行

為をすることができなくなったとき又は許可の日の前日までに許可の取消しを申し出て

市長が相当と認めたとき若しくは市長が公益上必要があると認めたときは、使用料の全

部又は一部を減免することができる。 

（許可の取消等） 

第12条 市長は、使用者が、次の各号のいずれかに該当するときは、許可を取り消し、そ

の効力を停止し、若しくは条件を変更し、又は行為の中止、原状回復若しくは公園から

の退去を命ずることができる。 

(１) 偽りその他不正な手段により、この条例に基づく許可を受けたとき。 

(２) この条例に基づく許可に付した条件に違反したとき。 

(３) この条例に基づく処分に違反したとき。 

２ 市長は、次の各号のいずれかに該当するときは、使用者に対し、前項に規定する処分

をし、又は措置を命ずることができる。 

(１) 災害の復旧、利用者の危険防止等のため緊急に工事を行う必要が生じたとき。 

(２) 管理又は公衆の利用に著しい支障が生じると認めたとき。 

(３) 前２号のほか公益上やむを得ない事情が生じたとき。 

（原状回復義務） 

第13条 使用者は、その使用が終わったとき又は前条の規定により許可を取り消され、若

しくは行為の中止を命ぜられたときは、その使用した施設及び設備を速やかに原状に回

復しなければならない。ただし、市長の承認を得たときは、この限りでない。 

（損害賠償義務） 

第14条 使用者は、建物、施設設備等を損傷し、又は滅失したときは、その損害を賠償し

なければならない。 
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２ 市長は、使用者の責めに帰すことができない特別の事情があると認めたときは、前項

の規定による賠償の全部又は一部を免除することができる。 

（委任） 

第15条 この条例に定めるもののほか、公園の管理に関し必要な事項は、市長が定める。 

（過料） 

第16条 次の各号のいずれかに該当する者は、５万円以下の過料に処する。 

(１) 第８条第１項及び第４項の規定に違反して、同条第１項各号に掲げる行為をした

者 

(２) 第９条の規定に違反して、同条各号に掲げる行為をした者 

(３) 第12条第１項又は第２項の規定に基づく市長の命令又は処分に違反した者 

２ 偽りその他不正な手段により、第10条に規定する使用料の納付を免れた者は、その納

付を免れた金額の５倍に相当する金額（当該５倍に相当する額が５万円を超えないとき

は、５万円とする。）以下の過料に処する。 

附 則 

（施行期日） 

１ この条例は、平成17年４月１日から施行する。 

（経過措置） 

２ この条例の施行の日（以下「施行日」という。）の前日までに、合併前の中山町栗の

里公園の設置及び管理に関する条例（平成13年中山町条例第12号。以下「合併前の条例」

という。）の規定によりなされた処分、手続その他の行為は、それぞれこの条例の相当

規定によりなされたものとみなす。 

３ 合併前の条例の規定により課した、又は課すべきであった使用料の取扱いについては、

なお合併前の条例の例による。 

４ この条例の施行前にした行為に対する罰則の適用については、なお合併前の条例の例

による。 

附 則（平成22年12月24日条例第48号） 

（施行期日） 

１ この条例は、平成23年４月１日から施行する。 

（経過措置） 

２ この条例の施行の日前までに、改正前の伊予市栗の里公園条例の規定により課した、
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又は課すべきであった使用料については、なお従前の例による。 

附 則（令和元年12月20日条例第57号） 

（施行期日） 

１ この条例は、令和２年４月１日から施行する。 

（経過措置） 

２ この条例の施行の日前までに、改正前の伊予市栗の里公園条例の規定により課した、

又は課すべきであった使用料については、なお従前の例による。 

附 則（令和２年３月19日条例第14号） 

（施行期日） 

１ この条例は、令和２年４月１日から施行する。 

（伊予市栗の里公園条例の一部改正） 

２ 伊予市栗の里公園条例（平成17年伊予市条例第128号）の一部を次のように改正する。 

別表第１なかやま地域資源活用工房施設（遊栗館）の項を削る。 

別表第１（第７条関係） 

有料施設 

施設名 

なかやま野外音楽広場 

なかやま交流促進センター（花の森ホテル） 

なかやまフラワーハウス 

別表第２（第10条関係） 

区分 算定単位 使用料（円） 

公園施設を設ける場合（第８条第１項第

１号） 

１㎡ 

１か月につき 
50 

公園施設を管理する場合（第８条第１項

第１号） 

１㎡ 

１か月につき 
150 

行商、募金その他これらに類する行為（第

８条第１項第２号） 

１㎡ 

１日につき 
10 

業として行う写真又は映画の撮影

（第８条第１項第３号） 

写真 写真機１台１日につき 100 

映画 １時間につき 1,040 
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興業（第８条第１項第４号） 
１㎡ 

１日につき 
30 

展示会、音楽会その他これらに類する催

しで、公園の全部又は一部を独占して利

用する行為（第８条第１項第５号） 

１㎡ 

１日につき 
10 

備考 

１ 使用面積が１㎡未満のときは１㎡とし、使用面積に１㎡未満の端数があるときは

これを切り上げて計算する。 

２ 使用時間が１時間未満のときは１時間とし、使用時間に１時間未満の端数がある

ときはこれを切り上げて計算する。 

３ 使用料の額が月を単位として定められている場合において、使用期間が１か月に

満たない場合は、その月の日数に応じて日額計算により計算する。ただし、計算し

た額に１円未満の端数が生じたときは、これを切り捨てるものとする。 

 


